
森林整備保全事業設計積算要領等の細部取扱いについて（平成 11年７月１日付け 11-13林野庁指導部長・国有林野部長通知） 

一部改正新旧対照表 （下線部は改正部分） 

改 正 後 現 行 

森林整備保全事業設計積算要領等の細部取扱いについて 森林整備保全事業設計積算要領等の細部取扱いについて 

１ （略） 

２ 共通仮設費の算定について 

設計積算要領の「第６ 請負工事の積算基準」の「表 6-5 工種区分別共通仮設費率」の（注）３

に基づく共通仮設費率については、表２のとおりとする。 

表２ （注）３に示した対象額の範囲の共通仮設費率 

治山・地すべり防止工事 道路工事 

対象額（円）の範囲 共通仮

設費率

（％） 

対象額（円） 共通仮

設費率

（％） 

対象額（円） 共通仮

設費率

（％） 下限値 上限値 下限値 上限値 下限値 上限値 

56,001,000 56,021,000 9.43 56,001,000 56,024,000 11.60 59,624,000 59,678,000 10.89 

56,022,000 56,080,000 9.42 56,025,000 56,072,000 11.59 59,679,000 59,733,000 10.88 

56,081,000 56,140,000 9.41 56,073,000 56,120,000 11.58 59,734,000 59,788,000 10.87 

56,141,000 56,200,000 9.40 56,121,000 56,169,000 11.57 59,789,000 59,843,000 10.86 

56,201,000 56,259,000 9.39 56,170,000 56,218,000 11.56 59,844,000 59,898,000 10.85 

56,260,000 56,320,000 9.38 56,219,000 56,266,000 11.55 59,899,000 59,953,000 10.84 

56,321,000 56,380,000 9.37 56,267,000 56,315,000 11.54 59,954,000 60,009,000 10.83 

56,381,000 56,440,000 9.36 56,316,000 56,364,000 11.53 60,010,000 60,064,000 10.82 

56,441,000 56,500,000 9.35 56,365,000 56,413,000 11.52 60,065,000 60,120,000 10.81 

56,501,000 56,561,000 9.34 56,414,000 56,462,000 11.51 60,121,000 60,176,000 10.80 

56,562,000 56,621,000 9.33 56,463,000 56,511,000 11.50 60,177,000 60,231,000 10.79 

56,622,000 56,682,000 9.32 56,512,000 56,560,000 11.49 60,232,000 60,287,000 10.78 

56,683,000 56,743,000 9.31 56,561,000 56,610,000 11.48 60,288,000 60,343,000 10.77 

56,744,000 56,804,000 9.30 56,611,000 56,659,000 11.47 60,344,000 60,399,000 10.76 

56,805,000 56,865,000 9.29 56,660,000 56,708,000 11.46 60,400,000 60,456,000 10.75 

56,866,000 56,927,000 9.28 56,709,000 56,758,000 11.45 60,457,000 60,512,000 10.74 

56,928,000 56,988,000 9.27 56,759,000 56,808,000 11.44 60,513,000 60,568,000 10.73 

56,989,000 57,050,000 9.26 56,809,000 56,857,000 11.43 60,569,000 60,625,000 10.72 

57,051,000 57,111,000 9.25 56,858,000 56,907,000 11.42 60,626,000 60,681,000 10.71 

57,112,000 57,173,000 9.24 56,908,000 56,957,000 11.41 60,682,000 60,738,000 10.70 

57,174,000 57,235,000 9.23 56,958,000 57,007,000 11.40 60,739,000 60,795,000 10.69 

57,236,000 57,297,000 9.22 57,008,000 57,057,000 11.39 60,796,000 60,852,000 10.68 

57,298,000 57,360,000 9.21 57,058,000 57,107,000 11.38 60,853,000 60,909,000 10.67 

57,361,000 57,422,000 9.20 57,108,000 57,157,000 11.37 60,910,000 60,966,000 10.66 

57,423,000 57,485,000 9.19 57,158,000 57,208,000 11.36 60,967,000 61,023,000 10.65 

57,486,000 57,547,000 9.18 57,209,000 57,258,000 11.35 61,024,000 61,081,000 10.64 

57,548,000 57,610,000 9.17 57,259,000 57,309,000 11.34 61,082,000 61,138,000 10.63 

57,611,000 57,673,000 9.16 57,310,000 57,359,000 11.33 61,139,000 61,196,000 10.62 

１ （略） 

（新設） 

別紙１ 



 

57,674,000  57,736,000  9.15  57,360,000  57,410,000  11.32  61,197,000  61,254,000  10.61  

57,737,000  57,799,000  9.14  57,411,000  57,461,000  11.31  61,255,000  61,311,000  10.60  

57,800,000  57,863,000  9.13  57,462,000  57,512,000  11.30  61,312,000  61,369,000  10.59  

57,864,000  57,926,000  9.12  57,513,000  57,563,000  11.29  61,370,000  61,427,000  10.58  

57,927,000  57,990,000  9.11  57,564,000  57,614,000  11.28  61,428,000  61,486,000  10.57  

57,991,000  58,053,000  9.10  57,615,000  57,665,000  11.27  61,487,000  61,544,000  10.56  

58,054,000  58,117,000  9.09  57,666,000  57,716,000  11.26  61,545,000  61,602,000  10.55  

58,118,000  58,181,000  9.08  57,717,000  57,767,000  11.25  61,603,000  61,661,000  10.54  

58,182,000  58,246,000  9.07  57,768,000  57,819,000  11.24  61,662,000  61,719,000  10.53  

58,247,000  58,310,000  9.06  57,820,000  57,870,000  11.23  61,720,000  61,778,000  10.52  

58,311,000  58,374,000  9.05  57,871,000  57,922,000  11.22  61,779,000  61,837,000  10.51  

58,375,000  58,439,000  9.04  57,923,000  57,974,000  11.21  61,838,000  61,896,000  10.50  

58,440,000  58,504,000  9.03  57,975,000  58,025,000  11.20  61,897,000  61,955,000  10.49  

58,505,000  58,569,000  9.02  58,026,000  58,077,000  11.19  61,956,000  62,014,000  10.48  

58,570,000  58,634,000  9.01  58,078,000  58,129,000  11.18  62,015,000  62,073,000  10.47  

58,635,000  58,699,000  9.00  58,130,000  58,181,000  11.17  62,074,000  62,132,000  10.46  

58,700,000  58,764,000  8.99  58,182,000  58,233,000  11.16  62,133,000  62,192,000  10.45  

58,765,000  58,830,000  8.98  58,234,000  58,286,000  11.15  62,193,000  62,252,000  10.44  

58,831,000  58,895,000  8.97  58,287,000  58,338,000  11.14  62,253,000  62,311,000  10.43  

58,896,000  58,961,000  8.96  58,339,000  58,391,000  11.13  62,312,000  62,371,000  10.42  

58,962,000  59,027,000  8.95  58,392,000  58,443,000  11.12  62,372,000  62,431,000  10.41  

59,028,000  59,093,000  8.94  58,444,000  58,496,000  11.11  62,432,000  62,491,000  10.40  

59,094,000  59,159,000  8.93  58,497,000  58,548,000  11.10  62,492,000  62,551,000  10.39  

59,160,000  59,226,000  8.92  58,549,000  58,601,000  11.09  62,552,000  62,612,000  10.38  

59,227,000  59,292,000  8.91  58,602,000  58,654,000  11.08  62,613,000  62,672,000  10.37  

59,293,000  59,359,000  8.90  58,655,000  58,707,000  11.07  62,673,000  62,732,000  10.36  

59,360,000  59,425,000  8.89  58,708,000  58,760,000  11.06  62,733,000  62,793,000  10.35  

59,426,000  59,492,000  8.88  58,761,000  58,813,000  11.05  62,794,000  62,854,000  10.34  

59,493,000  59,560,000  8.87  58,814,000  58,867,000  11.04  62,855,000  62,915,000  10.33  

59,561,000  59,627,000  8.86  58,868,000  58,920,000  11.03  62,916,000  62,976,000  10.32  

59,628,000  59,694,000  8.85  58,921,000  58,974,000  11.02  62,977,000  63,037,000  10.31  

59,695,000  59,762,000  8.84  58,975,000  59,027,000  11.01  63,038,000  63,098,000  10.30  

59,763,000  59,830,000  8.83  59,028,000  59,081,000  11.00  63,099,000  63,159,000  10.29  

59,831,000  59,897,000  8.82  59,082,000  59,135,000  10.99  63,160,000  63,221,000  10.28  

59,898,000  59,965,000  8.81  59,136,000  59,189,000  10.98  63,222,000  63,283,000  10.27  

59,966,000  60,034,000  8.80  59,190,000  59,243,000  10.97  63,284,000  63,344,000  10.26  

60,035,000  60,102,000  8.79  59,244,000  59,297,000  10.96  63,345,000  63,406,000  10.25  

60,103,000  60,170,000  8.78  59,298,000  59,351,000  10.95  63,407,000  63,468,000  10.24  

60,171,000  60,205,000  8.77  59,352,000  59,405,000  10.94  63,469,000  63,530,000  10.23  

   59,406,000  59,459,000  10.93  63,531,000  63,592,000  10.22  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   59,460,000  59,514,000  10.92  63,593,000  63,655,000  10.21  

   59,515,000  59,569,000  10.91  63,656,000  63,717,000  10.20  

   59,570,000  59,623,000  10.90  63,718,000  63,748,000  10.19  

 

 

 

３ 施工地域が点在する工事の間接工事費の積算 

（１） 対象工事 

 （略） 

図３―１ （略） 

（２） 工事箇所の設定方法及び積算方法 

 （略） 

図３―２ （略） 

 （略） 

（３） （略） 

 

４ 随意契約方式により工事を発注する場合の共通仮設費、現場管理費及び一般管理費等の調整に

ついて 

（略） 

（１）・（２） （略） 

（３）前記（１）に該当する工事のうち異種の工事の取扱いは次のとおりとする。 

  ア 異種の工事とは下表のＡ～Ｉに区分される工事種別の異なる工事をいう。 

表４－１ 工種種別 

  イ・ウ （略） 

（４） （略） 

 

５ 森林整備保全事業における現場環境改善費の積算について 

（１）・（２） （略） 

（３）積算方法 

ア 現場環境改善費の積算は、次の方法により行うものとする。ただし、標準的な現場環境改善

を行う場合は率計上とし、特別な現場環境改善を行う場合は積上げ計上とする。 

（ア） （略） 

表５－１ （略） 

  （イ）～（オ） （略） 

  イ 設計変更について 

   （略） 

   表５－２ （略） 

 

６ 山間僻地について 

（略） 

（１） （略） 

（２） 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第２条及び第３条の過疎地域又は山村振

興法第７条の規定に基づき振興山村に指定された地域に含まれる地区（工事の施工場所から

市町村役場（支所等を含む。）の所在地又は市町村の中心地までの陸路が 10km 未満である地

区を除く。） 

 

７ 歩掛の補正 

（略） 

（１）通勤補正について 

  標準歩掛の留意事項の７に定める通勤補正の方法は、次のとおりとする。 

ア・イ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施工地域が点在する工事の間接工事費の積算 

（１） 対象工事 

 （略） 

図２―１ （略） 

（２） 工事箇所の設定方法及び積算方法 

 （略） 

図２―２ （略） 

 （略） 

（３） （略） 

 

３ 随意契約方式により工事を発注する場合の共通仮設費、現場管理費及び一般管理費等の調整に

ついて 

（略） 

（１）・（２） （略） 

（３）前記（１）に該当する工事のうち異種の工事の取扱いは次のとおりとする。 

  ア 異種の工事とは下表のＡ～Ｉに区分される工事種別の異なる工事をいう。 

表３－１ 工種種別 

  イ・ウ （略） 

（４） （略） 

 

４ 森林整備保全事業における現場環境改善費の積算について 

（１）・（２） （略） 

（３）積算方法 

ア 現場環境改善費の積算は、次の方法により行うものとする。ただし、標準的な現場環境改善

を行う場合は率計上とし、特別な現場環境改善を行う場合は積上げ計上とする。 

（ア） （略） 

表４－１ （略） 

  （イ）～（オ） （略） 

  イ 設計変更について 

   （略） 

   表４－２ （略） 

 

５ 山間僻地について 

（略） 

（１） （略） 

（２） 過疎地域自立促進特別措置法第２条の過疎地域又は山村振興法第７条の規定に基づき振興

山村に指定された地域に含まれる地区（工事の施工場所から市町村役場（支所等を含む。）の

所在地又は市町村の中心地までの陸路が 10km 未満である地区を除く。） 

 

 

６ 歩掛の補正 

（略） 

（１）通勤補正について 

  標準歩掛の留意事項の７に定める通勤補正の方法は、次のとおりとする。 

ア・イ （略） 

 



 

ウ 通勤補正 

 通勤補正は、労務単価に次の補正係数を乗じて行うものとする。 

 Ｋ＝１＋Ｔ／４８０ 

 Ｋ：補正係数（％、小数第３位四捨五入） 

 Ｔ：90 分を超える通勤時間（分） 

なお、市場単価及び土木工事標準単価に本補正は適用しない。 

 

 

（２）～（５） （略） 

 

８ 山林砂防工の適用条件について 

（１） （略） 

 

（２）標準歩掛の留意事項の９（２）において定める「山林砂防工を適用しない工事等」の主な事

例は次のとおり。 

  ア・イ （略） 

  ウ ①及び②（上記ア及びイ）のほか、道路、宅地等の平坦部（着工後に平坦となる床掘部、

作業道等を除く。）に近接する工事箇所において、当該平坦部において行う作業及びトラック

クレーン又はラフテレーンクレーン（以下「トラッククレーン等」という。）が使用可能な区

域内において行う作業。ただし、トラッククレーン等の規格は、道路、宅地等に設置可能で

あり、かつ、設計積算に用いる機種とする。 

  エ ①及び②（上記ア及びイ）に準じる工事等 

  （ア）～（ウ） （略） 

  （削る） 

 

 

 

 

（３） （略） 

 

９ （略） 

 

10 適切な工期の設定について 

（略） 

（１） 適切な工期の設定の取扱いについて 

  ア 「工期」とは、工事を実施するために要する期間で、表 10－１準備期間、及び後片付け期

間及び不稼働日を含む実工事期間とする。 

   工期（実工期）＝準備期間＋施工に必要な実日数＋不稼働日＋後片付け期間 

    

工期全体＝余裕期間＋工期（実工期） 

 

表 10－１ （略） 

  イ （略） 

 

ウ 不稼働日は、休日、降雨日、降雪日等、出水期等の作業不能日数、現場状況（地形的な特

性、地元関係者や関係機関との協議状況、関連工事等の進捗状況等）を考慮した作業不能日

数とする。 

    不稼働日＝雨休日数＋工事抑制期間（現場の状況を考慮した工事不可期間） 

    雨休日数＝施工に必要な実日数×雨休率 

雨休率＝休日（土日、祝日、年末年始休暇及び夏期休暇）と天候等による作業不能日の年 

間の発生率をいう。 

 

 

ウ 通勤補正 

 通勤補正は、労務歩掛に次の補正係数を乗じて行うものとする。 

 Ｋ＝１＋Ｔ／４８０ 

 Ｋ：補正係数（％、小数第３位四捨五入） 

 Ｔ：90 分を超える通勤時間（分） 

なお、施工パッケージ型積算方式における通勤補正は、補正係数 K を労務単価に乗じて行

うものとする。 

また、市場単価及び土木工事標準単価に本補正は適用しない。 

（２）～（５） （略） 

 

７ 山林砂防工の適用条件について 

（１） （略） 

 

（２）標準歩掛の留意事項の７（２）において定める「山林砂防工を適用しない工事等」の主な事

例は次のとおり。 

  ア・イ （略） 

  （新設） 

 

 

 

 

  ウ ①及び②（上記ア及びイ）に準じる工事等 

  （ア）～（ウ） （略） 

  （エ） 道路、宅地等の平坦部（着工後に平坦となる床掘部、作業道等を除く。）に近接する工

事箇所において、当該平坦部において行う作業及びトラッククレーン又はラフテレーン

クレーン（以下「トラッククレーン等」という。）が使用可能な区域内において行う作

業。ただし、トラッククレーン等の規格は、道路、宅地等に設置可能であり、かつ、設

計積算に用いる機種とする。 

（３） （略） 

 

８ （略） 

 

９ 適切な工期の設定について 

（略） 

（１） 適切な工期の設定の取扱いについて 

  ア 「工期」とは、工事を実施するために要する期間で、表９－１準備期間、及び後片付け期

間及び不稼働日を含む実工事期間とする。 

   工期（実工期）＝準備期間＋施工に必要な実日数＋不稼働日＋後片付け期間 

    

工期全体＝余裕期間＋工期（実工期） 

 

表９－１ （略） 

  イ （略） 

 

ウ 不稼働日は、休日、降雨日、降雪日等、出水期等の作業不能日数、現場状況（地形的な特

性、地元関係者や関係機関との協議状況、関連工事等の進捗状況等）を考慮した作業不能日

数とする。 

    不稼働日＝雨休日数＋工事抑制期間（現場の状況を考慮した工事不可期間） 

    雨休日数＝施工に必要な実日数×雨休率 

雨休率＝休日（土日、祝日、年末年始休暇及び夏期休暇）と降雨降雪日等の年間の発生率 

をいう。 

 

 



 

エ 雨休率における「休日」は、土日、祝日、年末年始休暇（６日）及び夏期休暇（３日）と

する。「天候等による作業不能日」は、①１日の降雨・降雪量が 10mm/日以上の日、②８時か

ら 17時までのＷＢＧＴ値が 31以上の時間を足し合わせた日数（少数第１位を四捨五入（整

数止め）し、日数換算した日数）とし、過去５か年の気象庁及び環境省のデータにより地域

毎の年間の平均発生日数を算出することを基本とする。このほか、暴風等の気象における地

域の実情を考慮しても良い。また、工種や施工時期（季節）に応じて設定しても良いものと

する。 

これらに基づき、「休日」と「天候等による作業不能日」を考慮した雨休率を設定する。た

だし、雨休率を設定する際は、「休日」と「天候等による作業不能日」を重複して設定しない

よう注意する。 

    

   

   

 

  オ～ケ （略） 

   表 10－２・表 10－３ （略） 

（２） （略） 

 

11 通信環境の整備について 

 情報通信網が脆弱な山間奥地における、衛星通信機器及び衛星携帯電話等を活用した通信環境の整

備に係る設計積算については、以下のフローのとおりとする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 雨休率における「休日」は、土日、祝日、年末年始休暇（６日）及び夏期休暇（３日）と

する。「降雨降雪日等」は、１日の降雨・降雪量等が 10mm/日以上の日とし、過去５か年の気

象庁データにより地域毎の年間の平均発生日数を算出することを基本とする。このほか、暴

風等の気象における地域の実情を考慮しても良い。また、工種や施工時期（季節）に応じて

設定しても良いものとする。 

これらに基づき、「休日」と「降雨降雪日等」を考慮した雨休率を設定することが望ましい

が、地域毎に雨休率の算出が困難な場合は、「0.75」※を使用しても良いものとする。 

※「0.75」：東京の過去５か年（平成 27年から令和元年）の平均値により算出 

    

   

   

 

   

 

オ～ケ （略） 

   表９－２・表９－３ （略） 

（２） （略） 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信手段の選択 

携帯電話

等 

困難 可能 

実施 

しない 

実施 

する 
実施 

する 

【緊急連絡体制の確保】 

携帯電話による通信 

（衛星携帯電話を除く） 

遠隔臨場 遠隔臨場 

データ通信 

可能 困難 

(積上計上しない) 

衛星通信 

サービス

等 

(安全費に積上計上) 

衛星通信 

サービス

等 

衛星 

携帯電話 

等 

(技術管理費に積上計上) (安全費に積上計上) 

① 

② 

携帯電話

等 

(積上計上しない) 

実施 

しない 

雨休率を見込んだ雨休日数の算出方法 

例：令和３年度の東京における気象データから算出した雨休率：0.77 

雨休日数＝施工に必要な実日数（100日）×雨休率 0.77＝77日 

雨休率を見込んだ雨休日数の算出方法 

例：（新設） 

雨休日数＝施工に必要な実日数（100日）×雨休率 0.75＝75日 



 

（１）適用範囲 

  ア ①の枠に該当する場合 

    近年開発されている衛星通信機器及び衛星携帯電話等（以下、通信機器等という。）は、山

間奥地の通話圏外における緊急時の安全対策として効果が高く、通信機器等の活用にあたり

機材設置の手間が少ないことから、フローの①の枠に該当する場合は、緊急連絡体制の確保

に必要となる通信手段として経費を計上する。 

 経費は原則リース代金とし、費用の支払証明書類等を徴収することにより、全て共通仮設

費の安全費に積み上げ計上する。 

 リース不可の場合は通信機器等の購入代金を確認し、（２）の積算例を参考に受発注者間で

協議し、月々の料金等は支払証明書類等を徴収することにより経費として積み上げ計上す

る。 

 なお、現場管理費率及び一般管理費等率の対象とする。 

 

  イ ②の枠に該当する場合 

    近年開発されている通信機器等は、遠隔臨場を実施する場合にも効果が高く、通信機器等

の活用にあたり機材設置の手間が少ないことから、フローの②の枠に該当する場合は経費の

計上を可能とする。 

 経費は原則リース代金とし、費用の支払証明書類等を徴収することにより、全て共通仮設

費の技術管理費に積み上げ計上する。 

 リース不可の場合は通信機器等の購入代金を確認し、（２）の積算例を参考に受発注者間で

協議し、月々の料金等は支払証明書類等を徴収することにより経費として積み上げ計上す

る。 

 なお、現場管理費率及び一般管理費等率の対象外とする。 

 

（２）積算方法（積算例） 

 

（１） （２） （５） （６） （７）  （15） 

基礎価格 標準使用

年数 

年間標準

供用日数 

維持修理

費率 

年間管理

費率 

残存率 換算供用１日

当たり損料 

73千円 5.5年 160日 25% ８% ７% 134円 

   ※ 建設機械損料算定表：分類コード 1799：017〔携帯用〕を適用 

     基礎価格には衛星コンステレーションを利用した通信機器を例として計上 

（14）換算供用１日当たり損料率×基礎価格で算出可能 

134円×現場供用日数＝通信機器等の費用として積み上げ計上 

 

 

（３）その他 

   工事現場等における遠隔臨場の試行について（R3.3.8 付け 2 林整計第 605 号計画課長通知）

の「５.機器等に係る費用の積算(2)表 1-1」の代表的な機器については、現場管理費率及び一般

管理費等率の対象外とする。 

 

12 建設機械の自走による運搬について 

 建設機械器具の運搬については森林整備保全事業設計積算要領 第６請負工事費の積算基準 １

請負工事費の積算（２）間接工事費 ア共通仮設費（ウ）運搬費で定められているところであるが、

質量 20t未満のクローラ式の建設機械が林道等を自走により搬入・搬出する場合は、次のとおりとす

る。 

（１）適用範囲 

   質量 20t未満のクローラ式の建設機械を対象とし、ホイール式は対象としないものとする。 

 

（２）積算方法 

  自走による走行距離に応じた走行時間を、機械運転経費として、共通仮設費の運搬費に積み上

げ計上するものとする。 

  ア 対象機種 バックホウ（クローラ型）山積 0.45 ㎥及びバックホウ（クローラ型）山積 0.80 ㎥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 



 

 

   イ 走行時間（ｔ） 

 

    ｔ＝
2×Ｌ

Ｖ×60
（ｈ） 

 

    Ｌ：自走する距離（ｍ）（片道距離とし、往路と復路が異なる場合は平均値とする。） 

    Ｖ：走行速度（ｍ／分）（対象機種の走行速度は、ＢＨ-0.45及びＢＨ-0.80共に 50ｍ／分 

（３㎞／ｈ）を標準とする。） 

 

（３）単価表 

建設機械の自走による運搬（質量 20t 未満・クローラ式）１時間当たり単価表 

名称 規格 単位 数量 摘要 

運転手(特殊)  人 １／Ｔ  

燃料費  Ｌ   

機械損料 
 

ｈ １ ＢＨ-0.45又はＢＨ-0.80 

計     

 Ｔ：対象機種の運転日当たり運転時間（6.3時間とする） 

 

（４）その他 

   クローラ式建設機械の自走に伴い、林道等の路面を損傷させるおそれがある場合は、敷鉄板等

による路面損傷防止対策の費用を別途計上すること。 

 

別紙１～別紙３ （略） 別紙１～別紙３ （略） 

  附  則 この通知は、令和６年４月１日から適用する。 


